
社会福祉法人くるみ会 
障害者支援施設 里山の家 

令和８年度 地域連携推進会議議事録 
 
会議日時：令和 8 年 9 月 11 日（金）10:30〜11:50 
開催場所：里山の家（食堂） 
構成員：S 様（利用者） 
    K 様（利用者家人） 
    T 様（地域の関係者）※やむ得ない理由の為に欠席 
    S 様（福祉に知見がある人） 
    K 様（経営に知見がある人） 
    K 様（⻄尾市役所障害福祉課） 
    I（里山の家管理者） O（里山の家職員） 
     
 
事業概要 

・ 里山の家の理念と基本方針 
理念は「豊かな暮らしの実現」。そのために、1.質の高い生活と日中活動 
の提供、2.集団生活の中での個別ニーズの尊重、3.自己実現のための選択 
機会の提供、4.職員の専門性向上、という 4 つの柱を掲げている。 

・ 施設は定員 50 名（男性 40 名・女性 10 名）で、生活介護、入所支援、短期入所サー
ビスを提供している。 

経営状況 
・ 里山の家の運営は安定しており、各種制度加算（人員配置加算等）を積極的に活用

し、安定運営を継続している。 
・ 「里山の家」では、利用者 1.7 名に対し職員 1 名を配置する手厚い体制を維持して

いる。 
BCP（事業継続計画）と災害対策 

・ 目的: 利用者・職員の安全確保とサービス継続。 
・ 防災訓練: 

o 市と連携し、福祉避難所訓練を実施しその他にも年 3 回（夜間想定含む）
の避難訓練を実施。初期消火や消防連絡の訓練も含む。 

o 福祉避難所訓練では、福祉避難所としての情報伝達、避難者受け入れ準備
（ゾーニング、ベッド設置等）を模擬的に行う。 

o 停電に備え、案内書類は紙媒体で事前準備する重要性を確認。 



・ 災害時のインフラ確保: 
o 電力: LP ガスを燃料とするポータブル発電機を今年度導入予定。これによ

り、停電時も冷蔵庫や照明、調理が可能となる。施設には 400kg のガスタ
ンクが 2 基あり、常に最低 400kg のガスが確保されている。 

o 水: 貯水タンクの工事を実施し、停電時でも重力で給水可能。飲料水は 7
日分を備蓄し、古い水は生活用水として活用する。 

・ 過去の災害対応: 
o 令和 5 年の豪雨による石垣崩落リスクに対し、排水路（U 字溝）の新設な

どの恒久対策を実施し、問題を解消した。 
職員体制と支援の質向上 

・ 人員配置: 
o 常勤看護師を 2 名配置し、1 名が通院に同行しても施設内に看護師がいる

体制を確保。土日も可能な限り配置している。 
・ 虐待防止と権利擁護: 

o 利用者には「さん付け」を徹底し、個人の尊厳を守る。 
o 食事や服薬で本人の意思に反する行為がないよう注意喚起。 
o 権利擁護委員会作成のチェックシートを用いたセルフチェックを半年に 1

回以上実施し、研修等を通じて 1〜2 ヶ月に 1 回の頻度で意識向上を図る。 
・ 個別支援と標準化: 

o 利用者ごとの個別支援計画に基づき、詳細な「手順書」を作成。職員が交
代しても支援の質を維持する。 

年間イベントと利用者満足度 
・ 活動内容: 

o 夏祭り、ドライブ、日帰り旅行など、年間を通じて多様なイベントを企
画。自然環境を活かした散歩なども実施。 

o 直近では七夕行事を開催し、利用者の願い事をニーズとして捉え今後の支
援に活かす。 

・ 食事: 
o 日清医療食品が提供する給食に加え、利用者が選べる「セレクト給食」を

継続。 
o イラストやひらがなでメニューを提示する工夫を行い、意思決定を支援。 
o 直近 3 ヶ月の完食率は 98%と非常に高く、利用者満足度は高いと推察され

る。 
地域貢献と連携 

・ 清掃活動: 職員や利用者が敷地外の道路清掃や草刈りを積極的に行っている。 
・ 交通安全活動: 毎月 10 日、職員が交差点で交通安全を呼びかける。 



・ 施設開放: 地域の清掃団体へ駐車場を無償提供するなど、地域に開かれた運営を行っ
ている。 

・ 情報発信: くるみ会のブログや施設のホームページで活動の様子を発信している。 
 
 
所感・気づきの発言 
 
・毎月の交通安全指導や敷地外の清掃・草刈り、駐車場の無償提供など、日頃から地域に
寄与する運営を行っていただき感謝している。年 3 回の避難訓練に加え、LP ガス発電機の
導入や貯水タンク工事など、停電・断水に備えた具体的な災害対策が進められており、福
祉避難所としての機能も含めて地域として大変頼もしく感じている。 
 
・職員配置 1.7 対 1 の手厚い体制や常勤看護師 2 名の配置により、日々安心して利用をお
任せできている。『さん付け』の徹底やチェックシートを用いたセルフチェックなど、尊厳
を守る取り組みが現場に浸透していることが伺える。ひらがなやイラストを用いたセレク
ト給食の工夫もあり、完食率 98%という数字に利用者の満足度の高さが表れていると感じ
ました。 
 
・過去の豪雨を踏まえた排水路の新設や、停電時を想定した紙媒体の準備など、PDCA が
回った実効性の高い BCP が構築されている点を評価したい。また、個別支援計画に応じ
た手順書の作成により、職員間での支援の質が標準化されている点も素晴らしい。 


